
　
　

 

和光市駅北口土地区画整理事業

区画整理だより　第16号

　晩秋の候、皆様におかれましては、益々ご清祥の

こととお喜び申し上げます。

　また、日頃より、和光市駅北口土地区画整理事業

にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうござ

います。

　さて、今号では第９回審議会の開催案内及び第８回

審議会の結果報告についてお知らせいたします。

１．日　時　平成22年１１月２５日（木）午後２時００分から

２．場　所　駅北口土地区画整理事業事務所　会議室

３．議　題　和光都市計画事業和光市駅北口土地区画整理

　　　　　　　事業の評価員の選任について

　　　　　　換地設計基準の概要について

　※　審議会の傍聴を希望する方は、当日会議開始前３０分前から

　　5分前まで受付をしますので、当事務所までお越しください。

　　なお、傍聴希望者が定員（10名）を超えた場合には、抽選と

　　します。

　　　議題の内容が非公開となる場合には、退席していただくこと

　　がございますので、あらかじめご了承ください。

■日　時　平成22年１１月１１日（木）
　　　　　午後６時００分から午後７時３０分まで
■場　所　駅北口土地区画整理事業事務所　会議室
■議　題　換地方針(案)の説明
　　　　　工程の見直しについて
■出席者　委員 ９名、事務局 ５名
■傍聴者　７名

審議会の内容

平成２２年１１月１９日

換地方針(案)の説明

　換地方針（案）について、前回の続きを説明しました。

換地方針（案）は、前号で同封したものをご覧下さい。

　駅北口土地区画整理審議会を下記の日程で行います。 ６．建付地の換地

　　建物が建っている宅地については、極力移転しないような
　換地とします。
　　移転となる場合は、原位置付近に相隣関係及び建物利用を
　考慮して換地を定める。ただし、原位置付近へ換地を定める
　ことが困難な場合は、飛び換地して換地を定めます。

裏面へ続く

換地地積 減歩

■付け換地により、建物が移転とならないようにするケース

付け換地

更地

　事業地区内に、他に所有する更地がある場合は、付け換地をして
建物移転とならないよう定めます。

付け換地する更地
は、生産緑地や権利
設定（抵当権など）
がない土地とします
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８０㎡

従前の宅地 換 地

８０㎡

通常減歩による換地

１１２㎡

１３０㎡

従前の宅地

１０４㎡

７．生産緑地の換地
　
　　生産緑地は、指定要件を満たした換地を定めます。

　　生産緑地とは・・・市街化区域内にある農地の緑化に活かし、
　計画的、永続的に保全することによって、公害や災害の防止に
　役立てるとともに、豊かな都市環境を形成しようとする、都市
　計画上の制度です。

■減歩緩和により建物が移転とならないようにするケース

８．高圧線下地の換地

　　本地区の西側に東京電力、東側にＪＲ東日本の高圧線があり、

　現在線下地にある土地については、施行後も原則として線下地

　に換地を定めます。

９．保留地

　　保留地とは、区画整理事業の施行により整備された宅地のう
　ち、一部を換地として定めないで、事業費に充当するために売
　却する土地のことであり、本地区では、１，６００㎡を予定地
　積とし、換地に支障のない位置で処分ができる形状及び地積で
　定めます。

換地地積 減歩緩和地積
事業地区内に、他に所有する更地が
ない場合は、減歩緩和措置を行い、
建物移転とならないよう定めます。

減歩緩和相当分
は、清算金の徴収
対象となります。

本地区では、従前の宅地地積の合計が１５０㎡未満の宅地を、

小規模宅地として取り扱います。

５．小規模宅地の換地

（例）

※区画整理だより 第１５号に記載のある換地方針（案）の説明

　「５．小規模宅地の換地」の補足説明です。

　　　　→１００㎡以下の土地については、原則として減歩なしとします。

（１） 従前の宅地地積の合計が１００㎡以下の宅地の場合

（２） 従前の宅地地積の合計が１００㎡を超え１５０㎡未満の宅地の場合

　　　　→減歩緩和換地計算による換地地積とします。（減歩が軽減されます）

※土地で減歩しなかった分は
　清算金の徴収として
　処理します。

（例）

減歩緩和による換地
減歩緩和相当分
（本来減歩され
るべき部分）

※減歩緩和した地積分は
　清算金の徴収として
　処理します。

※減歩緩和による換地地積が
　１００㎡未満となる場合には、
　１００㎡となります。
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工程の見直しについて

　　審議会及び区画整理だよりにおいて、平成２２年度

　内に概略換地個別説明会を実施することをお知らせし

　ておりましたが、市では、現在設計図の変更を検討し

　ているため、概略換地個別説明会までの工程について

　見直しを行いました。

　　○設計図の変更について

　

　　　区9.5-1号線、区9.5-2号線の両側歩道への変更

　　　（変更箇所については、右図をご覧下さい）

　

　　　事業計画策定段階において、区9.5-1号線、

　　区9.5-2号線は、地区内及び谷中地区から駅への主要

　　アクセス道路として配置を計画していましたが、都市

　　計画道路や区画道路の配置状況から、駅への歩行者の

　　アクセスは、区9.5号線に集中することなく分散化す

　　ることが予想され、安全性が確保されるものとして片

　　側歩道としました。

　　　しかし、これまでの事業計画説明会や意向調査によ

　　る意見の中において、両側歩道への要望もあり、

　　再度検討し、より安全性を高め、道路の持つ空間形成

　　のグレードを上げていくことが将来のまちづくりには

　　必要であるため、両側歩道への変更を検討していきた

　　いことを説明しました。

区９．５－１号線
区９．５－２号線

　　○概略換地個別説明会までの工程について
　
　　　設計図の変更に伴い、工程表を修正したものについ
　　て、説明しました。
　　（工程表については、裏面をご覧下さい）

　　　平成２３年４月　設計図変更全体説明会及び
　　　　　　　　　　   用途地域変更・地区計画全体説明会
　
　　　平成23年10月　概略換地個別説明会
　

設計図の変更箇所

◎区画整理に関するお問合せ・ご相談は下記までお尋ねください。

〒351-0115　和光市新倉１丁目11番16号
「駅北口土地区画整理事業事務所」
 TEL０４８－４５０－１６０２
 FAX０４８－４５０－１６０３
 mail：e0500@city.wako.lg.jp
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第7回審議会 第8回審議会

・ 換地方針（案）に ・ 換地方針（案）に ・ 設計図の変更案 ・ 用途・地区計画 ・ 設計図変更（案） ・ 設計図変更全体 ・ 換地設計基準 ・ 設計図変更全体 ・ 土地評価基準 ・ 概略換地（案）

ついて【説明】 ついて【説明】 (概要）について （概要案）につい について【説明】 説明会の実施 （案）について 説明会の実施 （案）について について【意見】

・ 工程の見直しに 【説明】 て【説明】 ・ 用途・地区計画 について【説明】 【意見】 について【報告】 【報告】 ・ 概略換地個別

ついて【説明】 （案）について ・ 用途地域変更， ・ 基準地積の按分 ・ 用途地域変更， ・ 路線価について 説明会の実施

【説明】 地区計画の全体 方法について 地区計画全体 【報告】 について【説明】

第9回審議会 説明会実施 【意見】 説明会について

・ 換地設計基準 について【説明】 【報告】

の概要について ・ 換地設計基準 ・ 特別宅地について

・ 評価員の選任に （案）について （法95条1項,6項）

ついて【同意】 【説明】 【同意】

・ 評価員委嘱式 ・ 土地評価基準 ・ 土地評価基準 ・ 路線価について

・ 事業概要説明 （案）について （案）について 【意見】

【説明】 【意見】

換地方針（案）
の
作成

審議会運営

10月1月 2月 3月 4月

都市計画関連

土地評価基
準（案）の
作成

平成23年度

6月5月

設計図変更
全体説明会

7月 8月

換地設計基
準（案）
の作成

概略換地
個別説明会

用途地域
変更

地区計画
全体説明会

概略換地設計

評価員運営

和光市駅北口土地区画整理事業　　概略換地個別説明会までのスケジュール

10月

換地設計関連

事業計画関連 設計図変更（案)の作成

平成22年度

11月 12月 9月

第８回審議会資料１
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